第三回演劇指導者研究会資料　　　　　　　　　　　　　　　　　                平成２０年１月２５日

葛飾区立東金町中学校教諭　浅田　七絵

「おもいでかぞく」（顧問創作）を都大会で上演して

　はじめに

今年は本校に赴任して、演劇部を新たに立ち上げてから３年目になります。昨年度は１年生４人だけの部でしたが、今年度は１、２年生あわせて１５人と部員が増え、初めて部員のみでキャストを組んで発表会に参加することができました。部の歴史も浅いのですが、私自身が教員としての経験も浅く、部の指導のあり方や指導法に試行錯誤する毎日といった現状で、都大会に参加させていただくのも初めての経験でした。その中で、学んだこと、反省点をいくつか報告させていただきます。

①区大会以降の取り組み

　・道具の改良等　　区大会では間に合わなかった大道具の改良をした。ソファーをちゃぶ台にし、カラーボックスを購入、花壇に造花を挿した。場面の雰囲気や華やかさを考えての改良。

　　　　　　　《反省点》・提灯を吊るそうと考えていたが、準備不足であきらめた。

　　　　　　　　　　   ・舞台の上方の空間がさびしかったが妥協してしまった。

　　　　　　　　　　　　 ・舞台の大きさやサス位置、緞帳ラインが変わったが、大道具の配置や空間設定は区大会と同じだった。思い切って都大会の舞台にあわせて変えてみても良かった。むりやりサイズを合わせた感がある。

　　　　　　　　　　　 ・衣装を見直せばよかった。（時代考証を含めて）
　　

・台本の改訂　　　区大会では４５分を若干越えてしまっていたため、台詞を見直す。その際もう一度各人物の台詞を動機から見直し、台詞の入れ替えなどを行う。役者には台詞が変わるという緊張感を与えられた。また、人物像にメリハリがつくように考慮した。

　　　　　　　 《反省点》 ・人物の対立関係をもっとハッキリさせることができればよかった。

　　　　　　　　　　　　　・ストーリー展開が先に読めてしまうような部分があるとの指摘を多数いただい

た。脚本をもっと練れればよかったが、詰めの甘さがあった。
　　　　　　　

・その他　　　　　区大会に照準を合わせて気持ちが盛り上がるよう部員に接したのだが、その後、都大会に向けたテンションのコントロールがいまいちだった。台詞の書き換え、大道具作り、基礎練習など、芝居の稽古以外の時間を多く設けたり、休みを作って再スタートさせたかったが、盛り上がりきらずに本番を迎えてしまった。そのため、本番ではより緊張して舞台に立つことになったようである。テンションのコントロールが指導者としての目下の課題であると感じた。

　

②本番当日

　　 ・掛け声　　　　　他校の上演に影響を受けて、心持ちそわそわと落ち着かない雰囲気のまま楽屋に入った部員たちであったが、ここで最後のミーティングとなった。本番までは１時間前であったが、昼休みということで、声出しを兼ねて円陣を組ませた。東金中演劇部創部以来の伝統（３年間ですが）としている掛け声があり、本番など、ここ一番という時に言わせている。「一人はみんなのために。みんなは一人のために。」この言葉で子ども達の目が鋭くなり、緊張感が高まった。本番前のピリリとした空気のなかで準備をしていた。

　　　　　　　　《反省点》　・本番１時間前に緊張感を与えてしまったためか、緊張させすぎてしまい、本番では動きが硬かった。普段は無かったミスもあった。

・指導者自身が緊張してしまっていて、部員にリラックスさせるゆとりが無かった。

・本番当日の気持ちのコントロールも次回への課題としたい。　
　　　

上演を終えて

　　　上演後に強く感じた思いが２つあります。

　　　　　１，「妥協」　　今回さまざまな方に見ていただき、声をかけていただいた中で、指摘された部分も多々ありました。しかしその多くは、今一歩詰めることができなかった部分や、見て見ぬフリをしてしまった部分でした。子どもたちと同様に、長期間同じ作品に取り組んでいて息切れをしてしまった部分がかなりあるように思います。そういった「妥協」が露呈する舞台。それが都大会のレベルなのだと思いました。追求する姿勢を忘れないでいきたいものです。

　　　　　２，「支え」　　初めて上演校として参加するなかで、私自身が緊張し、周りが見えない状態になっていたと思います。そのような中で、スタッフの方々の支えを非常にありがたく感じました。また、観客も好意的で暖かい雰囲気の中で上演することができました。

　　　　　　　　　　　　今更ですが、改めて、芝居は「役者」と「裏方」と「観客」と、人がいてはじめて成り立つのだということを実感することができた大会でした。お世話になった皆様方には、本当に感謝いたしております。　

